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Along with the development of information and communication technology, the date traffic is 
increasing. Since our life is surrounded by the enormous amount of information, we can be exhausted 
both mentally and spiritually and we need a space to escape and relax. Therefore, in this research, I try 
to create the information terminal that expresses the data traffic as the feel of air flow.  Mobile creates 
with abstract thinking based on Russian Constructivism. The purpose of this research is to create "useless 
information terminal" in information society. 
























動通信のトラヒックは 2020 年代には 2010 年の 1000 倍以
上に増大すると予測されている 1)。このトラヒックの増大



















































































































図 1 Macchina Inutile 
ことができる。不安定さは空間においても解釈すること
ができ、ブルーノ・ムナーリも「役に立たない機械」の特



















































ビールの動きを図 7 に示す。 
図 4 モビールの動き 1(動画より抜粋) 
 
図 2 スケッチ 1 
図 5 スケッチ 2 
 





























スケッチ Plan5 と Plan6 を選び、つり合い計算を行なっ
た上で 3DCG モデルを作成し 3 次元での立体構成を確認
する。図 12 と図 13 にそのつり合い図と 3DCG モデルを
示す。Plan5 のモビールはパイプによる枝分かれはせず、
全て連なった形状で、Plan6 のモビールはコンポジション
基礎実験 1 と 2 で制作していたような、複数の要素が平
行なパイプへ繋がり、枝分かれした形状である。3DCG モ
デル上で自由な運動を想定し、要素を回転させ、どちらが
設計指針 1 を満たしているか実験を行う。 
 
 
図 13 つり合い図と 3DCGモデル(Plan6) 
図 12 つり合い図と 3DCGモデル(Plan5) 
図 11 スケッチ 3 
 
図 6 使用するスケッチ 2-1 
 
図 7 モビールの変化 2-1(動画より抜粋) 
図 8 使用するスケッチとつり合い図 2-2 
図 10 モビールの動き 2-2(動画より抜粋) 
図 9 3DCGモデル 2-2 
c）制作用コンポジション実験結果 







制作用コンポジション実験 1 の 3DCG によるコンポジ
ションの検討を踏まえ、図 12 のスケッチから、直方体の
長さと断面形状を変化させ、さらなる不安定のダイナミ




























ツイート量は Python を用いて Twitter へ指示を出し収集
を行う。そのために Twitter API（Application Programming 
Interface）の申請および取得をする。Twitter API はタイム
ラインの取得が 15 分に 15 回までと制限されているため、









モビールの制御は Arduino UNO で行う。PC 上で取得し
たツイート量を Arduino へ無線で送信するために、XBee 
ZB(S2C)のワイヤアンテナ型を用いる。PC に接続した
XBee をコーディネーター、Arduino に接続した XBee を
ルーターとし、X-CTU で設定を行う。設定後に図 18 のよ
うに実際に無線通信ができているか実験を行う。 
 
図 16 モビールの変化 4(動画より抜粋) 
図 14 スケッチ 4 
 
図 15 つり合い図と 3DCGモデル 
図 17 ツイート量取得画面 
 
図 18 無線通信実験風景 
（３）実験結果 
本実験によりトラヒックの取得と XBee による無線通
信が確認された。取得したツイート量を Python と XBee
を用いてモビール側の Arduino UNO へ送信するプログラ
ム構築の設計ができた。本制作で行う開発は、1つのアカ
ウントのツイート量を対象とし、Elasticsearch で一時保管




















±5%、1 回転ステップ数:400)を、シールドは Seeed Studio
製の MOTOR SHIELD V2.0 を使用し Arduino UNO で制御
する。ギアはステッピングモーターにピッチ 1.0、歯 20、






ツイート数 0 の場合を除いて 5 段階に分ける。それぞれ
の段階におけるツイート量の範囲は、日本の Twitter のフ








ーST-42BYH1004 と Seeed Studio 製の MOTOR SHIELD 



























段階 1stStep 1stSpeed 2ndStep 2ndSpeed 
1 720° 0.925rpm -270° 1.234rpm 
2 720° 2.3148rpm -270° 3.703rpm 
3 720° 2.962rpm -270° 6.172rpm 
4 720° 4.629rpm -270° 9.876rpm 
5 720° 7.407rpm -270° 12.3456rpm 


















































要素名称 寸法(mm) 重量（g） 
円盤 Φ145 24.1 
球体 SΦ45 7.2 
直方体(小) 20×20×200 22.9 
直方体(中)上 20×20×300 35.4 
直方体(中)下 10×20×300 13.2 
直方体(大) 10×20×450 17.7 
図 21 機構部と結合部 
図 20 完成した構成部品 
図 22 モビールの外観意匠図面（正面図） 
表 2 要素名称と寸法と重量一覧 























































a）MunArt - The most complete website dedicated to Bruno 
Munari 
http://www.munart.org/(参照 2018-12-03) 
図 24 ゆらめきの軌跡 
図 23 完成作品 
図 25 使用イメージ 
